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みどり の里(21世紀の森と広場)

心 で 感 じ る 自 然
ほ

っ

と

T

O

W

N

ま

つ

ど

日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
て
い
る
と
、
身
近
な

こ
と
か
ら
季
節
を
感
じ
る
こ
と
は
少
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
き
に
私
た
ち
は
自
然
の
中
を
歩
く
だ
け
で
、

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

そ
れ
は
、
自
然
に
包
ま
れ
て
時
を
過
ご
し
て

い
る
う
ち
に
、
人
間
が
本
来
持
っ
て
い
る
「
自

然
を
五
感
で
感
じ
る
心
」
が
目
覚
め
、
感
性
が

よ
み
が
え
っ
て
く
る
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。

野
鳥
の
さ
え
ず
り
や
虫
の
声
、
せ
せ
ら
ぎ
の

響
き
、
風
の
そ
よ
ぐ
音
を
楽
し
み
、
四
季
の
移

り
変
わ
り
を
見
事
に
映
し
出
す
豊
か
な
森
を
眺

め
る
こ
と
で
、
心
身
共
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま

す
。
自
然
は
、
ま
さ
に
人
間
性
回
復
の
場
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

身
の
ま
わ
り
の
自
然
を
も
う
一
度
眺
め
て
く

だ
さ
い
。
な
に
か
生
き
生
き
と
見
え
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

21世紀の森と広場

市のほぼ中央部(干駄堀)に位置する、

広さ50.5㌶(現在は約80%の40㌶が開

園) の自然尊重型都市公園。

松戸のシンボルゾーンとして、4 月

29日の開園以来多くの人が訪れていま

す。

主な内容

森のホール21 オープン …2~5

・みんなの公園、大切に…6~7

・松戸市文化祭 …8

・特別展「縄文土器の世界」

を開催 …9

・情報チャンネル …10~11

・田中さん夫妻が「江戸川の魚」

を発刊 …12

・矢切小学校で稲刈り ・・・12



ワ

ク

ワ

ク

し

て

待ってます

小
金
原

関
口
真
知
子

さ
ん

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
歌
舞
伎
を
、

ぜ
ひ
見
た
い
で
す
。

大
小
の
ホ
ー
ル

は
、
音
響
に
も

優
れ
て
い

る
そ
う
な
の
で
、
若
い

人
向
け
の
ロ
ッ

ク
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
も
や
つ
て
ほ
し
い
で
す
。

小
劇
団
や
バ
レ
エ
の
公
演
な
ん

か
も
見
て
み
た
い
で
す
ね
。

森
の
ホ
ー
ル
2
1の
周
辺
に
は
、

公
園
や
博
物
館
、
図
書
館
な
ど
文

化
的
な
施
設
が
集
中
し
て
い
て
、

市
外
の
友
だ
ち
に
も
自
慢
で
き
ま

す
。

古
ヶ
崎

古
川

恭
也

さ
ん

藍
ち
ゃ
ん

落
語
が
大
好
き
な
の
で
、
機
会

が
あ
れ
ば
、
森
の
ホ
ー
ル
に
も
行

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

仕
事
か
ら
帰
っ
て
来
る
と
、
ど

う
し
て
も
夜
7
時
ご
ろ
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
、
平
日
は
、
ち
よ
っ

と
遅
く
始
ま
る
催
し
物
が
都
合
が

い
い
の
で
す
が
…
。

自
然
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る

2
1世
紀
の
森
と
広
場
の
中
に
オ
ー

プ
ン
す
る
の
は
、
す
て
き
な
こ
と

で
す
ね
。

レ セプションホール〔4F 〕…

パーティー会場としての利用がメ

ーンとなるこのホールは、面積約

550m2の広さ。市内でも最大級の催

し物会場です。

建物最上階からの緑豊かな眺望

を楽しみながら、ご利用ください。

飲食サービスについては、ホール

内のレストランにご相談ください。

小ホール…演劇を重視した多機能劇場。馬蹄(ばてい)型の客席

(516 席)で、舞台を囲むことにより、観客と出演者が一体になれ

る劇場空間が誕生しました。

大ホールにも匹敵する舞台機構を備えていますので、ピアノな

どの発表会からミュージカルまで、あらゆるジャンルの催し物に

ご利用ください(写真は広角レンズ使用)。

会 議室ゾーン〔3F 〕…大小4 室

の会議室と和室があります。一番

大きい大会議室(72人収容)には、

最新の視聴覚設備も。

和室(30畳)は、水屋と小舞台付

きで、茶会や踊りのけいこにも使

うことができます。

森のホール21基本使用料
(単位 円)

午 前 午 後 夜 間 全 日

施 設 規 模9:00

~12二O(〕

13:00

~17:00

18:00

~2X:O(〕

9:00

~22:O(〕

使用時間

施設 名

大

ホ

ー

ル

楽

屋

小

ホ

ー

ル

楽
屋

平 日

土 日 曜・祝 日

平日

土日

曜祝

日

レセプションホール

会
議
室
等

ス
タ
ジ
オ
関
係

大 会 議 室
中 会 議 室

小会議室No1
小会議室No2

和 室

リハーサル室No1
リハーサル室No2

音楽練習室No1

音楽練習室Nq2

映 像 スタ ジ オ
映 像 調 整 室

録 音 調 整 室

録 音 室

※市民以 外・営 利目 的 の場合は、料金が割り 増し になり ます。
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利
用
す
る
に
は
…

来
年
1
月
4

日
次
【
ホ
ー
ル

は

1
月
8
日
出
】
か
ら

、
森
の
ホ
ー

ル
2
1各
施
設
の
一
般
利
用
が
始
ま

り
ま
す
。

開
館
時
間
・
=午
前
9

時
~
午
後

1
0時閉

館
日
…
毎
週
月
曜
日
、
1
2月2
9

日
～
1

月
3
日
(

設
備
保
守
点
検

の
た
め
、
臨

時
に
閉
館
す
る
こ
と

が
あ

り

ま
す
)

予

約

…
下

表

の

期

間
内

に

、

直

接

森
の

ホ

ー
ル
2
1
の

窓
口

で

受

け

付

け

ま

す
(

開

館

日
の

午
前
1
0
時

。

~
午

後
5

時
)
。

※
1
0
月
3
0
日

出
~
1
1一
月
3

日

前

は

、

開

館

準

備
の

た

め

受
付

は

休

止

さ

せ
て

い

た
だ

き

ま

す

。

森のホール21 徒歩案内図

松戸市干駄10646番地の4

大 ホ ー ル 使用日の18ヵ月前から

小 ホ ー ル

使用日の12ヵ月前から
レ セプショ

ン ホ ー ル

そ の 他 使用日の3 ヵ月前かう

森のホール21

の幕か上がる

大ホール…森のホール21の顔で

ある大ホールの客席は1,955席。ジ

ューボックス型の構造( ホールの

空間が箱型) と、シェルター式の

走行式音響反射板の導入により、

音楽専用ホールに匹敵する音響性

能を持っています。

最新の舞台設備と、前舞台にも

なるオーケストラピットの設置な

どにより、現代の多様な演出に対

応します。

文化の日11月5日に、新し

い市民文化活動の中心施設「森の

ホール21」が、いよいよオープン
します。

緑に囲まれた21世紀の森と広場

の一角に、県内最大級の大ホール
や、演劇重視の小ホール、最新の

機材をそろえたスタジオなどで構

成された旒設の誕生です。

年内は、オープニング記念公演
を行い、来年1月から一般利用が
始まります。

開館に先駆け、館内と記念公演

についてご案内します。

感動の舞台の主役は、あなたで
す(5 ページまでの特集)。

黷森のホール21s84-5050 番

リ
ハ

ー
サ
ル
室
(
音
楽
練
習
に
)

森
の
ス
タ
ジ
オ

森 のス
タジオ〔BI 〕‥・業務用機

材をそろえた本格的なスタジオで、

美しい映像と音づくりにチ ャレン

ジしてください。地下には、完ぺ

きな防音設備のリハーサル室と音

楽練習室が、各2 室あります。

リ ハーサル 室(演劇練習に) ミニシアター

森のホール21

情報センター〔3F〕‥・ここには

ミニシアター(20人収容。100?

ビ デ オプ ロ ジ ェ ク タ ー ・ サ ラ ウ ン

ド ス テ レ オ設 置) や 、 ビ デ オブ ー

ス(5 基) な ど の視 聴 覚 設 備 と 、 気

軽 に ビ デ オ 制 作 ・ 編 集 が で き る 、

各 種 機 材 を そ ろ え た ビ デ オエ 房 が

あ り ま す 。



オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
公
演
の
ご
案
内

今
、こ
こ
に
新
し
い
芸
術
が
生
ま
れ
る

森
の
ホ
ー
ル
2
1の
開
館
を
記
念
し
て
、

多
彩
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
公
演
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
記
念
公
演
の
中
か
ら
四
つ

の
催
し
物
に
つ
い
て
、
出
演
す
る
方
の
お

話
を
交
え
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

1

1

/

1

4

レ ク チ ャ ー コ ン サ ー ト

出演: 早川利佐子(ハープ)ほか

1

1

/

2

8

新ヴィヴァルディ合奏団演奏会

出演: 新ヴィヴァルディ合奏団

指揮: 早川正昭

現

在

、

日

本
で

最

も

人

気
の

高

い

室

内

合

奏
団

と

い

わ

れ

る

新

ヴ

ィ

ヴ

ァ
ル

デ

ズ

ー
奏
団

の

指

揮

者

・

早
川

正

昭

さ

ん

は

、
大

学
の

教

授
で

も

あ
り

、

作

曲

家
と

し
て

も

活

躍
し

て

い

ま

す

。

長

女
の

利

佐
子

さ
ん

は

、

将

来

が
期
待
さ
れ
る
新
進
の
ハ
ー
プ
演

奏
家
で
す
。

たくさんの方に聴いてほしいと早川正昭さん・利佐子

さん(中矢切の自宅で)

二
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
森
の
ホ

ー
ル
2
1で
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
控
え

て
い
ま
す
。

「
新
し
い
ホ
ー
ル
で
の
コ
ン
サ

ー
ト
は
、
音
の

響
き
な
ど
が
分
か

り
ま
せ
ん
の
で

、
緊
張
し
ま
す
」

と
言
い
な
が
ら
も
、
楽
し
み
に
し

て
い

る
と
の
こ
と
。

市
立
図
書
館
の
市
民
講
座
の
一

環
と
し
て

開
か
れ
る
レ

ク
チ
ャ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
す
る
利
佐
子

さ
ん
は
、「
幅
広
い
お
客
様
が
み
え

る
コ
ン
サ
ー
ト
だ
そ
う
で

す
の
で

、

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ま

で
親
し
み
や
す
い
内
容
で
、
ハ
ー

プ
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

正
昭
さ
ん
は
「
得
意
な
プ
ロ
グ

ラ
ム

の

中
か
ら

お
聴

か
せ

し
ま

す
」
と
の
こ
と
。

ふ

だ
ん

多
忙
な
お
二
人
は
、
ゆ

っ
く
り
話
を
す
る
こ
と
も
あ
ま
り

な
い
そ
う
で
す
が
、
と
き
に
は
互

い
の
演
奏
会
に
出
掛
け
る
こ
と
も
。

「
私
は
父
の
演
奏
会
は
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
聴
い
て
い

る
の
で
慣
れ

て
い
ま
す
が
、
父
は
私
の
演
奏
会

だ
と
私
以
上
に
緊
張
す
る
よ
う
で

す
」
と
の
利
佐
子
さ
ん
の
話
し
に
、

「
演
奏
家
と
し
て
I

人
立
ち
し
て

い
る
の
に
、
娘
の
こ
と
に
な
る
と

心
配
し
て
し
ま
い
ま
す
」
と
笑
う

正
昭
さ
ん
。

「
コ
ン
サ
ー
ト
は

ぜ
ひ
た
く
さ
ん

の
方
に
聴
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
し
て
静
か
に
、
ゆ
っ
た
り
と
し

て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
、
演

奏
者
も
張

り
合
い
が
あ
り
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

1

1

/

7

松 戸 市 民 コ ン サ ー ト

『第 九 』 演 奏 会

出演:松戸シティフィル
市民コンサート合唱団

1

1

/

1

4

フ ラ メ ン コ の 日

出演:神谷恵子ほか

家
が
近
い
こ

と
も
あ
っ
て

、
森

の
ホ
ー
ル
2
1は
工

事
の
様
子
を
眺

め
、
完
成
を
楽
し
み
に
し
て
き
た

と
い

う
神
谷
さ
ん
。
そ
れ
だ
け
に

開
館
記
念
公
演
へ
の
出
演
は
楽
し

み
で

、
意
欲
も
並
々
な
ら
ぬ
も
の

が
あ
る
よ
う
で

す
。

当
日

は
神
谷
さ
ん
が
教
え
て
吟

る
教
室
の
生
徒
た
ち
も
出
演
。
ア

レ
グ
リ
ア
ス
(
喜
び
)
な
ど
の
踊
り

に
、
軽
快
な

ギ
タ
ー
曲
を
交
え
て

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
趣
向
と
か
。

神
谷
さ
ん
は
、
公

演
や
教
室
を

開
く
か
た
わ
ら
、
福
祉
施
設
や
学

校
な
ど
に

出
掛
け
て

、
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
公
演
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

今
後
も
こ
の
活
動
は
続
け
る
つ
も

り
で
、
今
回
の
公

演
の
収
益
金
は
、

そ
の
活
動
の
た
め
の
費
用
と
し
て

使
っ
て
い
き
た
い
と
言
い
ま
す
。

「
皆
さ
ん
に

も
喜
ん
で
い

た
だ

け
る
し
、
私
た
ち
に
と
っ
て

も
勉

強
に
な
る
し
、
こ
れ
が
一
番
い
い

と
思
い

ま
し
た
」

楽しい催しにと語る

神谷恵子さん

ピノ・メイト募集
(松戸市文化振興友の会)

特典: 入場券の割引購入

入場券の先行購入

会報等の提供

会費: 年会費3,000 円(学生2,000 円)

( 一括で前納)

入会申し込みは、切手を張った返

信用封筒を同封して、〒2ZO 松戸市

子駄堀646-4 森のホール21内「ピ

ノ・メイト 」係-2221 番・

文化振興財団) へ

600人の大合唱をお楽しみ

にと福井博之さん

コンサート に向けて練習に熱の入る市民コンサート

合唱団の皆さん

市
民
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
新
し
い

会
館
(
森
の

ホ
ー
ル
2
1
)の

建
設
が

決
ま
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

市
内
の
音
楽
文
化
の
向
上

を
目
指

そ
う
と
始
め
ら
れ
た
、
市
民
の
手

に
よ
る
コ
ン
サ

ー
ト
で

す
。

毎
年
公
募
に
よ
り
結
成
さ
れ
る

合
唱
団
と
、
松
戸
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
と
の
共
演

に
よ
る
コ
ン
サ

ー
ト
は
、
年

ご
と

に
レ

ベ
ル

も
向
上
し
、
盛
り
上
が

り
を
み
せ
て
い

ま
し
た
。

「
今
年
で
五
回
目
、
い
よ
い
よ

森
の
ホ
ー
ル
2
1で

の
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。
う
れ
し
い
で

す
ね
」

初
回
か
ら
合
唱
団
の
代
表
を
務

め
て

き
た
福
井
さ
ん
は
、
そ
の
喜

び
を
語
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
合
唱
団
の

参
加
者
が
多

く
、
六
百
人
も
の
人
が
集
ま
り
、

福
井
さ
ん
も
驚
い
た
と
か
。

「
地
元
に
す
ば
ら
し
い
ホ
ー
ル

が
で

き
た
、
皆
さ
ん
の
喜
び
や
期

待
の
表
れ
で
し
ょ
う
。
新
し
い

ホ

ー
ル
に
は
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ

ん
の
方
が
気
楽
に

足
を
踏
み
入
れ

、

音
楽
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
」

大
ホ
ー
ル
に
六
百
人
の
「
第
九
」

の
大
合
唱
が
響
く
日
も
、
も
う
す

ぐ
で
す
。

森のホール21



1

1

/

2

3

オペラ「フィガロの結婚」

出演者 ソプラノ佐藤しのぶ

ほか

1786年、ウィーンのブ ルク劇

場(宮廷劇場)で初演された「フ

ィガロの結婚」は本来主役5 人

の舞台ですが、 大合唱団を結

成し、規模を拡大し た形で上

演します。

1

1

/

1

7

プラハ交響楽団演奏会

出演者 プ ラハ交響楽団・千

住真理子

プログラム メンデルスゾー

ン・ヴァイオリン協奏曲 ドヴ

ォルザーク・交響曲第9 番ホ短

調op.95「新世界より」ほか

12

/1

6

歌謡ショー
細川たかしオン・ステージ

出 演者 細川 たか し

「矢 切の 渡し 」「 北 酒場 」「心 残

り」な ど 、数 々の 大 ヒ ッ ト曲

を 熱唱 し ます。

1

2

/

1

8

ファミリー
ミュージカル「ものいうかしの木」

出演者 劇団「創演」

ジョルジュ・サンド原作の「も

のいうかしの木」をミュージ

カル化。子供から大人まで存

分に楽しめる作品です。

「第九演奏会」

「題名のない音楽会」
観覧申込受付中

日時:第九演奏会…11月7日日)午後2時開演

題名のない音楽会…12月10日瀏午後7時開演

会場: 森のホール21 ・大ホール

○申し込みは、往復ハガ キに住所・氏名 ・年齢を記

入して、〒270 松戸市干駄堀646-4 森のホール21

内「第九演奏会」係、または「題名のない音楽会」係

へ

※ハガ キ1 枚につき1 名の申し込みとします。な

お、幼児の入場はお断りします。

黷森のホール21≫8∠1-5050番

オープニング記念公演
公演日 ホール 公 演 名 称 出 演 者 開 演 入 場 料 問い合わせ

11/3W
大 歌舞伎舞踊「寿式三番叟」 坂東弥十郎ほか 11:30 2,000(全席指定)

森のホール21
O84-5050

(チケツトセゾン)
C03-5990-9999小 落語公演 三遊亭円楽 ほが 15:00 売り切れ

11/60) 小 演劇公演
「ジプシー」 松戸東高等学校演劇部 15:00 無料(会場に直接来場)

松戸東高等学校・椎名

O86-0563

「銀幕迷宮」 松戸市民劇団 19:00 1,000/小800(自由席)
松戸市民劇団・石上

C89-4646

11/7( 日)

小 演劇公演
「ジプシー」 松戸東高等学校演劇部 13:00 無料(会場に直接来場)

松戸東高等学校・椎名

O86-0563

「銀幕迷宮」 松戸市民劇団 IZ:00 1.000/小800(自由席)
松戸市民廉旧 ・石上

G89-4646

大
松戸市民コンサート・

「第九」演奏会
松戸シティフィル・市
民コンサート 合唱団

14:00 無料(整理券必要)
森のホール21

O84-5050

レセ
森のホール市民ダンスの
集い

社交ダンス実習講座 13:00 整理券必要 会費500 松戸市社交ダンス協会・清水

065-8175オープニングフェスティバル 18:00 同 上500

11/9C 火)

11/106!1く)
11/11W

大 市内小中学校合同音楽祭
小中学校音楽関係クラ

ブの発表会

10:30
無料(保護者席のため

整理券必要)

教育委員会指導課・赫多

き66-74589:30

11/13C土)

大 オペラ「フィガロの結婚」 佐藤しのぶ ほか 16:00
S-8,000/A-7,000

B-5,000

森のホール21084-5050
(チケツトセソン/03-599M)

小 マジックショー 松戸奇術会 13:30 無料(会場に直接来場)
松戸奇術会・岩田

062-2715

11/141日)

大 日本舞踊の日(新舞踊) 市内舞踊愛好家の皆さん 12:00 無料(会場に直接来場) 石田044-2227

小
フラメンコの日

(チャリティーコンサート)
神谷恵子 ほか 16:00 1.500C自由席) 神谷1143-9252

レセ レクチャーコンサート 早川利佐子( ハープ) 14:00 無料(整理券必要)
市立図書館

065-5115

11/16C火) 大 中村勘九郎親子競演 ヽ
中村勘九郎・勘太郎・
七之助

14:00
S-8.000/A-7.000/
B-6,000

文化放送イベント 事業局

O03-3357-111118:30

11/1700 大 プラハ交響楽団演奏会
千住真理子

(バイオリン)
19:00

S-8,000/A-7,000/
B-5,000

森のホール21884-5050
(チケットセゾン嵋僵)傴)

11/20C土)
大

市民健康づくり の集い

千葉メディカルフォーラム'93

講演

漫画家 加藤芳郎 ほか
13:30

無料(会場に直接来場)

市役所健康管理課
066-7485

小
森のコンサートVOL.1

声楽・室内楽

音楽愛好市民の皆さん

による演奏
18:00

松戸市音楽協会・高橋
き68-2714

11/21日

大
松戸市民謡連盟

民謡民舞大会
松戸市民謡連盟 10:00

松戸市民謡連盟・正田

087-4141

小
ポピュラーバンドコンサ

ート

市内アマチユフフバンド

の演奏会
14:00

松戸市音楽協会・高橋
き68-2714

レセ
松戸市民フォークダンス

の集い
フォークダンス愛好家
の皆さん

11:00 斉藤O85-6160

11/2300

大 北島二郎ショー 北島三郎
14:00 S- ア,000/A-5,000/

B-4,000

松戸商工会議所
r*64-311118:00

小 フォレ スト ステップ21
市内ジャズダンスサー
クルほか

13:00
無料(会場こ直接来場)

森内067-1528

11/27 山

小 三曲・尺八演奏会 市内邦楽愛好家の皆さん 13:00 篠塚088-7389

レセ JAZZ ライブコンサート
藤家虹二・中本マリ・
ジョージ川口 ほか

19:00 売れ切れ
森のホール21884-5050
(チケツトセゾン魯03-5990-9999)

11/28 日)

大 松戸民謡協会・民謡ショー 三橋美智也 ほが 12:00 1.000C自由席)
松戸民謡協会事務局

おけさ088-1321

小
新ヴィヴアルディ合奏団

演奏会
新ヴィヴアルディ合奏団 15:00 3,000(全席指定)

森のホール21き84-5050
(チケツトセソン衂3一泓 譱)

12/3R 大 高橋真梨子コンサート 高橋真梨子 18:30 売り切れ
文化放送イベント事業局

**03-3357-1111

12/4C 土)

大 沢田研二コンサート 沢田研二 IZ:30 4,800(全席指定)

小 ハワイフフンダンスの日
市内ハワイアンダンス

サークルの皆さん
13:00

無料(会場に直接来場)
蜷川088-7365

12/5( 日) 小 日本舞踊の日(古典舞踊) 市内舞踊愛好家の皆さん 12:00 椎名044-6849

12/7C 火) 大
松山千春コンサートツフフ

ー'93「人間らしく」
松山千春 18:30 売り切れ

森のホール21O84-5050
(チケツトセソン好 恵 倡)

12/10R 大
題名のない音楽会

(公開録画)
黛 敏郎 ほか 19:00 無料(整理券必要) 森のホール21酋'84-5050

12/11(1) 小 『コーラル・フェスタ』 市民の合唱団による演奏 14:30 500(自由席)
松戸市音楽協会・高橋

068-2714

12/12(日)
大 詩吟・剣詩舞公演

松戸市吟詠連盟・松戸

詩吟剣詩舞連合会
12:00

無料(会場に直接来場)

岩渕O88-0693

小
森のコンサートV0L.2

歌唱・器楽

音楽愛好市民の皆さん
による演奏

14:00
松戸市音楽協会・高橋

1168-2714

12/15 伽 大
オーケスト ラ入門コンサ

ート
聖徳学園管弦楽団 18:00

聖徳学園・幸重
B92-8111

12/10 附 大
歌謡ショー

細||たかし・オンステージ
細 口たかし ほか

14:00
S-5.000/A-4、000

森のホール■21O84-5050
(チケツトセソン衂3-直)傴)18:30

12/18C土)

大
吹奏楽クリスマスコンサ

ート
市内の吹奏楽団による
コンサート

IZ:00 無料(会場に直接来場)
松戸市音楽協会・高橋

1*68-2714

小
ミュージカル

「ものいうかしの木」
劇団「 創演」

14:00 大人2,000

小人1,000

森のホール21O84-5050

(チケットセゾン吩淮譱)18:00

12/1a 日)

大
チャリティー⊃ンサート
モーツァルトの調べ

東京シティーフィルハ
ーモニツク管弦楽団他

15:00 売り切れ
東葛混声合唱団

O0471-44-3718

'小 邦楽公演 市内蹈楽愛好家の皆さん 12:00

無料(会場に直接来場)

鈴木 き67-1654

レセ 大正琴演奏会
市内大正琴サークルの

皆さん
13:00 田中O92-8047

12/2300
大

市制50周年記念・エンディ
ングセレモニーコンサート

14:00
市役所50周年準備室

O66-7310

小 謡と仕舞の会 松戸謡曲連盟 10:30
松戸謡曲連盟・溝部

≪87-3∠162

12/25C土)
大

バレエ公演

「くるみ割り人形」

宮川貴子ほか
指揮 加奈井洋介

13:30 S-6,500/A-4,500/
B-2,500

東京バレエ劇場

O03-3361-095818:00

小 和太鼓の日 松戸市和太鼓連盟 13:00 無料(会場に直接来場)
松戸市和太鼓連盟・野呂

≪88-1626

※売り 切れの場合でも 公演によっ ては予約キャンセル等による当日 券がでること があります。森のホール21まで

お問い合わせく ださい。



市長の窓

今
年
の
夏
は
異
常
な
冷
夏

で
多
雨
、
台
風
も
次
々
と
本

土
を
襲
い

、
多
く
の
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

本
市
に
お
い
て

も
去
る
8

月
末
の
台
風
十
一
号
で
は
、

床
上
、
床
下
浸
水
が
一
千
戸

近
く
も
発
生
し
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

台
風
十
一
号
の
8

月
2
7日

の
降
雨
量
は
一
日
で
二
百
四

十
三
㍉
、
一
時
間
に
五
十
㍉

を
超
え
る
す
さ
ま
じ
い
降
雨

が
二

時
間
も
続
き
、
千
葉
県

下
で
は
、
最
も
多
い
降
雨
量

を
記
録
し
ま
し
た
。

被
害
に
あ
っ
た
各
地
区
か

ら

、
一
体
河
川

改
修
は
ど
う

な
っ
て
い

る
の
か
、
い
つ

改

修
が
終
わ
る
の
か
等
々
の

声

が
、
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

市
と
し
て
は
河
川
改
修
を

お
ろ
そ
か
に
し
て
い
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で

、
そ
の
進
捗
(
ち

ょ
く
)

状
況
、
見
通
し
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
ず
、
今
回
最
も
被
害
の

多
か
っ
た
春
木
川
周
辺
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、
春

木
川
の
水
を
江
戸

川
に
放
流

す
る
国
分
川
分
水
路
事
業
に

つ
い
て

は
、
二
千
五
百
十
五

㍍
の
ト
ン
ネ
ル
も
貫
通
し
、

来
年
6

月
ご
ろ
に
は
通
水
可

能
と
な
る
見
通
し
で
す
。

ま
た
、
江
戸
川
と
の
合
流

点
に
建
設
さ
れ
る
排
水
機
場

(
毎
秒
二
十
六
㌧
)
は
、
平

成
7
年
度
中
に
は
完
成
の
予

定
で

す
。

な
お
、
ま
た
春
木
川
上
流

部
分
の

改
修
に
つ
い
て
は
、

か
ね
て
か
ら
一
級
河
川
へ
の

格
上
げ
を
要
請
中
で
し
た
が
、

こ
の

程
、
よ
う
や
く
国
お
よ

び
県
と
の
話
が
ま
と
ま
り
、

来
年
度
か
ら
事
業
着
手
の
見

通
し
と
な
り
ま
し
た
。

一
級
河
川
の
事
業
主
体
は

普
通
は
県
で
す
が
、
市
は
I

刻
も
速
い
事
業
化
を
念
願

し
、
市
の
財
政
負
担
は
多
く

な
り
ま
す
が
、
思
い
切
っ
て

市
の
事
業
と
し
て
の
施
行
を

決
断
し
ま
し
た
。

栄
町
地
区
の
水
害
の
原
因

と
な
っ
た
坂
川
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
と
、
江
戸
川
の

水
位
が
上
昇
す
る
前
に
坂
川

の
水
を
江
戸
川
へ

放
流
し
て

し
ま
う
た
め
に
、
目
下
自
然

排
水
の
樋
管
を
、
従
来
の
樋

野
口
排
水
機
場
跡
に
建
設
中

で
す
。

同
時
に
機
械
排
水
能
力
も

五
〇
%
ア
ッ
プ
(
毎
秒
十
㌧

を
十
五
㌧
)
に
す
べ
く
排
水

機
場
も
建
設
す
る
こ

と
に
な

っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
工

事

も
平
成
7

年
中
に
は
完
成
の

予
定
で
す
。

新
松
戸
や
馬
橋
地
区
の
洪

水
抑
制
に
大
き
な
役
割
を
果

た
す
北
千
葉
導
水
路
の
排
水

機
場
の
排
水
機
に
つ
い
て

は
、
機
械
排
水
能
力
を
倍
増

す
べ
く
(
毎
秒
五
十
㌧
を
百

㌧
)
国
に
お
い
て
こ
の
1
0
月

に
は
排
水
機
の
発
注
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

排
水
機
が
設
置
さ
れ
る
ま

で
に
は
、
お
お
よ
そ
三

年
く

ら
い
の

期
間
か
必
要
と
の
こ

と
で

す
が
、
設
置
さ
れ
た
場

合
は
、
北
千
葉
導
水
路
と
坂

川
と
の

合
流
点
の
樋
門
を
早

め
に
開
く
こ
と
と
、
排
水
機

場
の

早
期
運
転
開
始
に
建
設

省
の

理
解
を
得
て

、
水
害
を

発
生
し
な
い
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

以

上
、
河
川
改
修
の

今
後

の
見
通
し
に
つ

い
て

、
述
べ

ま
し

た
。

こ
こ
三

年
の
う
ち
に

多
年

の
懸
案
で
あ
っ
た
事
業
が
完

成
の
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

坂
川
や

新
坂
川
は
県
管
理

の
河
川
で

す
の
で

、
市
は
こ

れ
ま
で

長
年
に
わ
た
り
国
や

県
に
そ
の

改
修
を
要

請
し
て

き
た
そ
の
成
果
が
、
よ
う
や

く
実
ろ
う
と
し
て
い
る
わ
け

で

す
。
国
や
県
の

ご
理
解
・

ご
協
力
に
も
感
謝
い
た
し

ま

す
。最

近
、
国
や
県
の
財
政
状

況

も
大
変
厳
し
く
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
市
と
し
て

は
予

定
通
り
事
業
が
完
成
さ
れ
ま

す
よ
う
今
後
も
引
き
続
き
、

国
や
県
に
要

望
し
て
い
く
所

存
で

す
。

市
内
河
川
改
修
の
見
通
し

宮
間
満
寿
雄

やさしい心で

使いたい

半日 で、ト ラッ ク

いっぱいのごみ

ご
み
処
理
に
時
間
を

と
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す

作
業
班
(
六
実
地
区
)

山

口

公

市

さ
ん

た
っ
た
一
週
間
で
、
大

き
な
ご
み
箱
が
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

家
庭
の
ご
み
は
き
ち
ん

と
分
別
し
、
決
ま
っ
た
日

に
集
積
所
へ

出
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

みんなの公園大切に
公
園
の
ご
み
箱

い
つ
も
ご
み
が

あ
ふ
れ
て
い
る
の
は

な
ぜ
?

家庭のごみ

と

犬のふん

分別しな がら

ごみの回収

2大汚染源

子
供
が
楽
し
く

遊
べ
る
公
園
を

北
松
戸

田

島

喜

代

美

さ
ん

上
本
郷

伊

藤

恵

子

さ
ん

子
供
が
毎
日
の
よ
う
に

遊
ぶ
公
園
で
す
か
ら
、
安

全
で
、
安
心
し
て
使
え
る

こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
動
物
の
飼
い
主

さ
ん
に
は
、
公
園
に
限
ら

ず
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
ね
。

砂
場
や
植
え
込
み

い
つ
の
間
に
か

犬
や
猫
の
ふ
ん
が

散
乱
/

散 歩 を禁 止 し て いる

公 園 もあ り ま す

犬
や

猫
の
ふ

ん
・
尿
に
つ
い

て
の
苦
情
も
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

公

園
内
に
散
乱
し
て
い
る
も

の
の
ほ
か
、
砂
場
の
中
な
ど
で

は
、
衛
生
面
で

も
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
要

望
に
応
じ
て

砂

を
交
換
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す

が
、
町
会
と
協
議
の
う
え
で

、

犬
の
散
歩
を
禁
止
す
る
看
板
を

設
置
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ふ
ん
の
処
理
は
、
新
聞
紙
な

ど
に
く
る
み

、
燃
や
せ

る
ご
み

と
し
て
指
定
の
集
積
場
に
出
す

の

が
正
し
い

処
理
方
法
で

す
。

子
供
が
公

園
の
砂
場
で
遊
ん

だ
後
は
、
必
ず
手
を
洗
う
よ
う

に
し
て

く
だ
さ
い
。

汚れていたら、砂場で

思いきり 遊べない

あ
な
た
の
健
康

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は

、
脳
の

一
部
が
何
ら
か
の
原
因
で
変
性

を
起
こ
し

、
運
動
の

バ
ラ
ン
ス

を
調
節
す
る
機
能
が
う
ま
く
働

か
な
く
な
り

、
震
え
が
起
こ
る

病
気
で

す
。

症

状

手
足
の
震
え
か
ら
始
ま
り
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
片
方
の
手
だ

け

が
震
え
、
つ
い
で

同
じ
側
の

足
へ
、
や
が
て

も
う
片
方
の
手

足
へ
と
広
が
り
ま
す
。

症
状
が
進
む
と
、
手
足
の
関

節
が
硬
く
な
る
た
め
動
作
が
遅

く
な
り
ま
す
。
顔
の
表
情
が
な

く
な
る
、
ま
た

歩
く
と
き
前
か

が
み
の
姿
勢
に

な
る
、
小
刻
み

に

歩
く
、
軽
く
押
さ
れ
て

も
踏

み
と
ど
ま
れ
ず
に
後
ろ
へ
倒
れ

や

す
く
な
る
、
字
を
書
く
と
だ

ん
だ
ん
小
さ
く
な
る
(
小
字
症
)

と
い
っ
た
症
状
も
、パ
ー
キ
ン
ソ

ン

病
特
有
の
も
の
で
す
。

原

因

大
脳
に
は
、
運
動
機
能
を
つ

か

さ
ど
る
神
経
細
胞

が
あ
り
、

こ
こ
に
ド
ー
パ
ミ
ン
と
ア
セ
チ

ー
ル
コ
リ
ン

と
い
う
神
経
伝
達

物
質
が
送
ら
れ
ま
す

が
、
こ
の

物
質
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
こ
の

部

分
に

送
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

正

常
な
働
き
を
保
ち
ま
す
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
に
か
か
る

と

、
ド
ー
パ
ミ
ン
を

作
っ
て
い

る
中
脳
の
一
部
分
の
神
経
細
胞

が
何
ら
か
の
原
因
で
変
性
し

、

ド
ー
パ
ミ
ン

の
量
が
減
少
す
る

と

、
両
者
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ

て

さ
ま
ざ
ま
な
運
動
障
害
の
症

状
が
起
こ

る
わ
け
で
す
。

診

断

患
者
の
訴
え
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
検
査
を
行
い

、
他
の
病
気
で

な
い
か
ら
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
で

あ
る
と
い
う
、
除
外
診
断
な
の

で
す
。

し
た
が
っ
て
、
脳
の
内
部
を

調
べ
る
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
や
C

T
ス

キ
ャ
ン
な
ど
で
は
診
断
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
病
気
と

よ
く
似
た
症

状
が
起
き
る
こ

と

の
あ
る
脳

腫
瘍
、
脳
血
管
障
害
、

硬
膜
下
出

血
な
ど
C
T

ス
キ
ャ

ン
を
使
う
こ
と
に
よ
0

診
断
で

き
る
も
の

を
除
外
し

、
パ

ー
キ

ン
ソ
ン

病
で
あ
る
と
い
う
診
断

を
下
す
わ
け
で
す
。

治

療

ド
ー
パ
ミ
ン
が
減
少
し
て
起

こ

る
の
で

、
少
な
く
な
っ
た
ド

ー
パ
ミ
ン
を
補
給
す
る
た
め
、
ド

ー
パ
ミ
ン

製
剤
を
服
用
さ
せ
ま

す
。
こ

れ
は
手
足
の
震
え

、
筋

肉
の
こ

わ
ば
り
に
か
な
り
の
効

果

が
あ
り
、
現
在
は
ド
ー
パ
ミ

ン

製
剤
や
抗
コ
リ
ン
剤
の

併
用

が
治
療
の
中
心
に
な
っ
て
い
ま

す
。そ

の
他
、
外
科
的
に
は
運
動

障
害
を
起
こ

す
神
経
細
胞
を
凝

固
さ
せ
る
手
術
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
リ
ハ
ビ
リ
も

欠
か
せ
ま
せ

ん
の
で
、
治
療
は

家
族
に
負
う
と
こ

ろ
が
多
く
、

周
囲
の
人
々
の
思
い
や
り
や
温

か
い
励
ま
し

も
大
切
で
す
。

(
松
戸
市
医
師
会
)

市内には、たくさんの公共施設があり、市民生活に

役立っています。皆さんが日ごろ利用している公園も

その一つです。

しかし、その公園が、楽しく快適に使われているか

どうかとなると、ちょっと疑問のところもあります。

マナーを守って利用されているでしょうか。公園のあ

ちらこちらを見てみまし。だ。 黯公園緑地課

遊
・
べ
・
る
/

く
・
つ
・
ろ
・
げ
・
る

市
民

の
憩

い
の
場

マ
ナ
ー
の
低
下
を
嘆
く
声
も

皆
さ
ん
が
、
日
ご
ろ
何
気
な

く
遊
ん
だ
り
、く
つ

ろ
い
だ
り

、

あ
る
い
は
ス

ポ
ー
ツ
を
し
て
い

る
公
園
は
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ

ン
・
ふ
れ
あ
い
・
環
境
保
全
・

防
災
な
ど
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て

い
ま
す
。
現
在
市
内
に
公

圉
は
二
百
八
十
一
ヵ

所
(
市
民

一
人
当
た
り
の
公
園
面
積
は
五

・
六
五
平
方
㍍
)
あ
り
ま
す
が
、

近
年
さ
ま

ざ
ま
な
要

望
や
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り

、
そ
の
数

は
毎
年
増
え
続
け

、
昨
年
は
八

百
件
を
超
え
ま
し
た

。

内
容
を
見
る
と

、
害
虫
の
駆

除
や
樹
木
の
剪
定
に
関
す
る
も

の

が
全
体
の
四
割
以
上
を
占
め

て
い
ま
す
。
一
方
、い
た
ず
ら
に

よ
る

水
飲
み

場
や
ト
イ
レ

な
ど

の

施
設
の
破
損
を
指
摘
す
る

も

の
、
ご
み
や
ペ
ッ
ト

動
物
の
ふ

ん

が
散
ら
か
っ
て
い

る
こ
と
へ
不

満
を
訴
え
る
も
の

な
ど
、
利
用

者
の
マ
ナ

ー
に
関
す
る
も
の
も
、

か
な
り
の
件
数
に
上
り
ま
す
。

市
で
は

、
看
板
を
設
置
す
る

。な
ど
し
て
、
マ
ナ

ー
の
向
上
を

呼
び
掛
け
る
一
方
、
緊
急
の

処

置
が
必
要
な
も
の
に
は
速
や
か

に

対
処
し
て
い
ま

す
。

きれいな公園づくり

進めています

横
須
賀
・
フ
ア
ミ
ー
ル
共
の
会

会
長

武

市

一

彦

さ
ん

マ

ン

シ
ョ
ン

の

住
人

を

中

心
と

し
た

老
人

会
で

、

近

く
の

公
園

を
週

一
回

掃

除

し
て

い
ま

す

。

き

れ
い
な

公

園
は
気

持

ち

の
良

い
も

の
で

す

ね
。

皆
さ

ん
に

も
気

持
ち

良

く
、
汚

さ
ず

使
っ

て
い

た

だ

き
た
い

と

思
い

ま

す
。

フ
ァ
ミ
ー
ル
共
の
会
の

皆
さ
ん
の
活
動
(
新
松

戸
・
鐘
の
下
公
園
)

市
内
に
は
公
園
を
清
掃
し
て

い

る
団
体
が
九
十
九
あ
り
、
百

二
十
四
ヵ
所
を
受
け
持
っ
て
い

ま
す
。

町
会
・
子
ど
も
会
・
老
人
会

な
ど
で
、
定
期
的
に
集
ま
っ
て

掃
除
を
す
る
こ
と

が
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
役

立
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
園
の
一
角
に
花
壇

を
作
り
、
手
入
れ
を
す
る
な
ど
、

積
極
的
に
明
る
い
公

園
造
り
を

行
っ
て
い
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
近
く
の
公
園
で

も
、
活
動
し
て
い
る
グ
ル

ー
プ

が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん

。

困
リ
ま
ず
ね

こ
ん
な
こ
と

分別や回収に時間が取られ、

ほかの作業ができなくなり

ます

家
庭
の
こ
み
で
、

あ
ふ
れ
て
い
ま
す

夜
は
真
っ
暗
に
。
い
た

ず
ら
に
し
て
は
悪
質

ボ
ー
ル
を
当
て
て
も
壊
れ

な
い
は
ず
。
わ
ざ
と
壊

し
た
と
し

か
思
え
ま

せ
ん

相談のこ案内 11・12月

相談はすべて無料です。お気軽にご利用を。

相 談 名 日 時 会 場

商人よ ろ ず相 談

固 商工課 振興係

11/4t 木)午前10時30分~
午後3 時30分

市役所相談

コーナー

12/1 困午前10時30分~
午後3 時30分

常盤平市民

センター

11/17feK)・12/1500

午前10時~午後4 時 市役所相
談コーナ
ー

労 働 相 談

闊 商工課労 政係
毎月第1 ・第3 月曜日
午後1 時~5 時

消費生活苦情相談

閲消費生活センタ
-S65-65 茴番

月~金曜日
午前9 時~午後4 時

消費生活
センター

女 性 就 業 相 談
固 商工課 労政係

毎週水・金曜日
午前10時~午後4 時

女性就業
相 談 室

※労働相談は柏労働基準監督署00471-63-0245 番)で
も行っています

相談名 日 時

法 律 相 談
毎週火・木曜日と毎月第2 ・第4 月曜日

午後1 時~5 時、毎月第1 月曜日午前9
時~正午( いずれも予約制)

税 務 相 談 11/12c ・12/10c 午後1 時~5 時

登 記 相 談 11/19R ・12/17c 午後1 時~4 時3C}分

行 政 相 談
11/8(1 月)・22(月)・12/13(1月)・27(月)午 後1

時~3 時

住 宅 相 談 毎週水曜日午前10時~4 時

発 明 相 談 11/1000 ・12/8 冰)午後1 時~3 時

交通事故・市

政・一般相談
毎日午前8 時30分~午後5 時

会場

市
役
所
相
談
コ
ー
ナ
ー

市
民

相
談

室

圃市民相談 室( 金銭間題の相談も行い ます)

心配ごと・人権相談

会 場 日 時

市 役 所 相 談
コ ー ナ ー 第1~ 第4 金曜日

常盤平支所
11/10 伽・○17團

12/100 ・○15伽

馬 橋 支 所 c11/1(1 月)・c12/6(1 月)

六 実 支 所 c11/9W ・c12/7C 火)

小金原市民
セ ン タ ー

11/4 困・○18困
12/2 困・○16困

小金市民センター @11/9C 火)

小 金 支 所 12/ ア図

新松戸市民

セ ン タ ー

c11/18' 困・○24冰)

○12/IC 水)・○15圉

午
前
1
0
時
～
午
後
3

時

※小金 支所の人権相談の受付時間は 午後

1 時~4 時
※○印は 心配ごと 相談の み

※人権相 談は千葉地方法務局松戸 支局

(063-6278 番) でも行ってい ます。

問人権相 談= 援護課庶務係、心 配ごと 相
談= 社 会福祉協議会≫68 ―0503 番

巡回年金相談

会 場 日 時

常盤平支所 11/2C 火)・12/3R

小 金 支 所 11/5R ・12/7C 火)

小金原支所 11/9( 火)・12/10R

馬 橋 支 所 11/12R ・12/14C火)

六 実 支 所 11/16C火)・12/17R

新松戸支所 11/19c ・12/21W

矢 切 支 所 11/2400・12/22W

東 部 支 所 11/26c ・12/24R

午
前
1
0時
～

午
後
3

時

※上記以外の日は国民年金課へ

醴国民年金課適用係

出入り口ではあり ません。元は明か

り 取りの格子が入っていました

作つたばかりのトイレの壁が…

公
園
に
設
置
し
て
あ
る
ご
み

箱
は
、
週
一
回
作
業
班

が
ご
み

を
回
収
し
て

い
ま

す
が
、
ご
み

が
入
り
き
ら
ず
に
あ
ふ
れ
、
散

乱
し
て
い
る
も
の
を
よ
く
見
掛

け
ま
す
。

こ

れ
は
、
家
庭
の

ご
み
を
持

ち
込
ん
だ
り
、
家
族
連
れ
で

遊

び
に

来
て

、
ご
み
を
ま
と
め
て

置
い
て
い
く
こ
と
に
よ
る
も
の

が
多
い
よ
う
で

す
。

分
別
さ
れ
て
い

な
い
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
、
回
収
に
も
た
い

へ
ん
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

市
で
は
分
別
で

き
る
ご
み
箱

の
設
置
を
進
め
て
い
ま

す
が
、

逆
に
ご
み

箱
を
撤
去
し
て
ほ
し

い
と
い

う
要
望
も
あ
り
ま
す
。

周
辺
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。



楽しい催しや力作が盛りだくさん

第45回松戸市文化祭

11月3 日の文化の日を中心に、市内各

所で「松戸市文化祭」が行われます。

秋の一日、気軽に文化や芸術に親しん

でみてはいかがでしょうか。

また、身近な場所の「地域文化祭」へ

もご参加ください。

醴社会教育課市民文化係S66-7462 番

地 域 文 化 祭

小 金 原 文 化 祭
会

場
小金原
市民 センター

日 時 内 容

10/24C日) 午前9 時~午後5 時 日本の踊り

11/1(I月)

~3 吩
午前9 時~午後5 時 花と書・手芸の展覧会

小 金 文 化 祭
会
場

小金
市民センター

日 時 内 容

10/30C二L)

洲日)
午前10時~午後4 時

俳画・墨絵・創作和紙・フラワーアレンジ

メント・写真・押し花アート・押し絵・華

道・書道

30(二t二)午前10時~午後4 時 日本舞踊・大正琴・茶会

詐日)
午前10時~午後4 時 茶会・香道

午後4 時~8 時30分 社交ダンス

11/5 廁
午前10時~午後4 時 日本舞踊・陶芸・油絵

午後1 時~4 時 茶会

6山
午前10時~午後4 時 新舞踊・詩吟・華道・陶芸・油絵・詩踊

午後1 時~4 時 茶会

7(日)
午前10時~午後4 時

長唄・陶芸・大正琴・華道・日本舞踊・油
絵

午後1 時~4 時 茶会

新 松 戸 文 化 祭
会
場

新松戸
市民センター

日 時 内 容

10/29GS

~31日

午前9 時~午後5 時
(10/31 は午後4 時

まで)

手作りネクタイ・パッチワーク・粘土人形
・パンフラワー・押し花・木彫り・手編み・
機械編み・手描染色・フフメリカンフラワー・

工芸盆栽・和紙人形・短歌・茶会・華道

稔 台 文 化 祭
会
場

稔台
市民センタ ー

日 時 内 容

10/23C二L)
24臼

午前9 時~午後5 時 書道・盆栽

29廁

~31(日)

午前9 時~午後5 時
(10/31は午後4時まで)

油絵・水彩画・ペン習字・水墨画・版画・

かな書道

30(土)
31日)

午前9 時~午後5 時

(10/31は午後4時まで)
生け花

3惱)

午前9 時~午後6 時 囲碁大会( 会費1,000円・弁当付き)

午前10時~午後3 時 茶会

午後6 時~9 時 社交ダンスのタベ

と き わ 南 文 化 祭
会
場 常盤平体育館

日 時 内 容

10/24C日) 午前10時~午後4 時
舞踊・民謡・琴・三味線・ダンスほか発表会

絵画・書道・生け花・茶会・陶芸ほか

矢切公民館合同作品展 会
場 矢切公民館

日 時 内 容

10/310日)
?

11/6 出

午前9 時~午後4 時

(11/6 は午後2 時
まで)

書道・七宝焼き・陶芸・鎌倉彫・桜彫・川
柳・華道・絵画・茶会ほか

松戸の原始古代通史展

日 時
11/3W

午前9 時~午後4 時

会 場 下総史料館( 紙敷911)

問い合わせ
下総史料館

湯浅**92-2466 番

盆栽・さつき展示会

日 時
11/13(±)・仰日)

午前9 時30分~午後5 時

会 場 常盤平市民センター

問い合わせ
日 本盆栽協会松戸支 部

松戸さつき会・秦野Q87-4582 番

催 し の 部
日 時. 行 事 名 会 場 問 い 合 わ せ

10/24(日) 正午~午後4 時30分 松戸市合唱祭 市民会館 松戸市合唱連盟・福井=41 ―7671番

31(日)
午前10時30分~午後5時30分三曲演奏会 市民劇場 松戸市三曲協会・篠塚R88 ―7389番

正午~午後4 時30分 小唄会 市民会館304、305号室 松戸小唄会・島村≪62―5286番

11/300

午前9 時30分

~午後5 時30分

民踊愛好会

民踊大会
市民会館

旭水会・旭水≪44-6849 番

松戸民踊連合会・石田≪44-2227 番

馬橋民踊連合会・S ≫42-9839 番

松戸市民踊教室・茅場≫87―3261番

松戸市婦人団体連絡会・白子H87-5039 番

午前11時~午後5 時 俳句大会 市民会館301号室 松戸俳句会・上田萱62-3822 番

午前11時~午後6 時 邦楽会 市民会館303~305号室 松戸邦楽会・鈴木U67-1654 番 、、

午前10時30分~午後3時30分茶会 松雲亭 松戸茶道会・富樫H62-8483 番

午後1 時~4 時 奇術発表会 市民劇場 松戸奇術会・岩田≪62―2715番

午前9 時30分~午後Z 時 囲碁大会 勤労会館 日 本棋院松戸支部・中村062-2202 番

7(日)

午前10時~午後4 時 謡曲と仕舞の会 市民会館304、305、203号室 松戸謡曲連盟・栗山2162-4674 番

正午~午後5 時 短歌大会 市民会館301号室 松戸短歌会・冨田≪41-0207 番

午後1 時~4 時30分 郷土史研究会※1 市民劇場 松戸史談会・秋本R61 ―2411番

午前10時30分~午後7 時 日本古典舞踊大会 市民会館 松戸日本古典舞踊連盟・小沼H68-9583 番

14日
午前10時~午後6 時 話し方フェスティバル 市民会館201、202号室 松戸話し方友の会・小林≪86―3710番

午前9 時~午後8 時 吟詠の集い 市民会館 松戸市吟詠連盟・岩測a88-0693 番

2佃) 午後5 時30分~9 時 市民社交ダンスパーティ豪2常盤平市民センター 松戸市社交ダンス協会・清水f164-6362番

23吩 午前10時~午後6 時 日本舞踊大会 市民会館
日本舞踊同好会・荒井≪62-3581 番

松戸市芸能連合会・斉藤昔8Z-15Z2 番

※1 郷土史研究会「講演会と古典落語」講演「南極よも山話し」講師・第26次南極地域観測隊隊長・理学博士・川口貞男氏

落語「おたのしみ一席」噺(はなし)家・むがし家今松師匠
※2 市民社交ダンスパーティーは整理券が必要です。希望する人は社会教育課へ〔10月22日(日以 降〕

展 覧 会 の 部 ※市民会館と文化ホ ールは、 月曜日休館で す。

日 時 行 事 名 会 場 間 い 合 わ せ

10/28 困~11/3W

午前9 時~午後5 時 菊花展 市民会館ホワイエ 干松菊花会・飯箸041-1027 番

午前10時~午後6 時

写真展

文化ホール

松戸文化写真会・八K?a62-3793 番

写真展 松戸市写真協会・斉藤≫62―1633番

手芸作品展 松戸市母子寡婦福祉会・吉田Q67-5441 番

手芸作品展 松戸市婦人団体連絡会・白子≪87-5039番

陶芸作品展 日本陶芸普及会・遠藤062-3676 番

10/30 仕)~11/3W 華道展 松戸華道協会・大塚1*63―1958番

10/31 日~11/3W 午前9 時~午後5 時 洋蘭展 市民会館2 階ロビ ー 松戸蘭友会・矢口≫62―8871番

11/2 図・3 吩 午前9 時~午後5 時 盆栽展 市民会館201号室 松戸盆栽愛好会・染谷豐61-0401 番

常盤平総合文化展

日 時 行 事 名 会場 問 い 合 わ せ

11/1( 日)~3吩 午前10時~午後5 時
書道・手工芸・油絵・
編み物・洋裁・華道

常盤平市民センター
常盤平文化連合会・西川昔86-086(〕番

3 吩
午前仰時~午後3 時 茶会

午後6 時~8 時45分 社交ダンスのタべ 常盤平文化連合会・鶴丸,087-1569 番
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「
縄
文
土
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の
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催
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ど
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代
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数
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。
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こんな内容です

I 土器製作のはじまり 縄文土器の起源を考える

II 土器の使われ方 形と機能的側面について紹介

Ⅲ 縄文土器のうつりかわりと広がり 年代的う

つりかわりと地域的な広がりについての展示

[V アジアの土器 同時代の世界の土器との比較

市内の縄文時代の遺跡から発掘さ れた土器

母
子
家
庭
な
ど
に

修
学
資
金
を
支
給
し
ま
す

対
象
・・・
①
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請

者
名

義

の

市
内

金

融

機

関

通

帳
表

紙

の
コ

ピ

ー
(

郵

便

局

は
不

可
)
、
印

鑑

受

付

期

間
・
:
児

童

が

満

十
八

歳
に

な

る

月
か

ら

平

成
6

年
2

月
2
8
日

ま
で

醴
援

護

課

援
護

係

1
0月
1
日
に
市
の
機
構
を
改
革

市
は
、
1
0月
1
日
付
け
で
一

部
機
構
改
革
(
組
織
の
変
更
)

を
行
い
ま
し
た
。

マ
文
書
課
の
新
設
:
文

書
管
理

事
務
を
強
化
す
る
た
め
、
総

務
部
庶
務
課
か
ら
文
書
課
が

独
立
し
ま
し
た
。

マ
五
十
周
年
準
備
室
が
総
務
部

庶
務
課
内
の
係
相
当
組
織
に

…
主
要
な
記
念
事
業
が
終
了

し

た
た
め
の
変
更
で
す
。

▽
教
育
委
員
会
の

管
理
部
が
、

教
育
総
務
部
と
な
り
、
体
制

も
変
更
に
…
管
理
部
庶
務
課

を
総
務
課
と
財
務
課
に

分
離

。

学
校
施
設
課
は
施
設
課
と
名

称
が
変
わ
り
ま
す
。

マ
中
学
校
給
食
準
備
室
を
廃
止

・
:中
学
校
給
食
導
入
の
業
務

が
安
定
し

た
た
め
。
業
務
は

保
健
体
育
課
が
行
い

ま
す
。

▽
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
東
松
戸

病
院
の
設
置
=
・
同
病
院
の
開

設
に
伴
い

、
福
祉
医

療
セ
ン

タ
ー
開
設
準
備
室
の

組
織
を

改
め
ま
し
た
。

茴
事
務
管
理
課

10/2

4

秋の市民ぐるみで

クリーンデー
坂川市民清掃デーも同時開催

み

ん

な

で

き

れ

い

に

し

ま

秋
の

「
市
民
ぐ
る
み
で
ク
リ

ー
ン

デ
ー
」
を
1
0月
2
4日
面
に

行
い

ま
す
。

昨
年
は
、
二
百
九
十
五
団
体
、

九
万
人

が
参
加
し

、
約
三
十
二

㌧
の
ご
み
を
収
集
し
ま
し
た
。

今
年
も
多
数
の
市
民
の
皆
さ

ん
の

ご

協

力

を
お

願

い

し

ま

す

。

日

時

…
1
0
月
2
4
日

囲

午

前
9

時
~

正

午

〔
雨

天

の

場

合
は
1
0

月
3
1
日

㈲
に

延

期

〕

清
掃

場

所
・
:
町

会

内
の

公

園

や

道

路

な

ど
の

公

共

ス

ペ

ー
ス

※

町
(
自

治
)
会

に

よ

っ
て

清

掃

場

所

や
日

程

に

変

更

す
る

場

合

も

あ
り

ま

す

。

道

路

、
公

共
ス

ペ

ー
ス

な

ど

に

散

乱

し

て

い

る

ご

み

を

、
市

が

配

布

す

る
ご

み

袋

(
燃
や

せ

る

ご
み

用

・

燃
や

せ

な

い

ご

み

用

・

資
源

ご
み

用

の

三

種

類
)
に

入

れ
て

、
種

類
別

に

集

め
て

く

だ

さ
い

。

家

庭

の

ご
み

は

出

さ
な

い

で

く

だ

さ
い

。

茴

清

掃
第

一

課

業
務

係

坂

川

市

民

清

掃

デ

ー

1
0月
2
4
日

囲

午

前
9

時
~

正

午
集
合
場

所
・
・・
松
戸

神
社

境
内
・

竹

乃

橋
(

古

ヶ

崎

市
民

セ

ン

タ

ー
付
近
)
・
坂
川
親
水
プ
ロ
ム
ナ

ー
ド
(

坂
川

橋
寄
り
)

清
掃
場
所
・
:坂
川
(

松
戸
レ

ン
ガ
橋
か
ら
坂
川
放
水
路
ま
で

約
五
㌔
)

問
川
を
き
れ
い
に
す
る
推
進
本

部
(

市
役
所
内
)

き
れ
い
な
水
は
み
ん
な
の
願
い

環

境

美

化

ポ

ス

タ

ー

最

優

秀

は

佐

藤

宏

美

さ

ん

市
内
の
中
学
生
を
対
象
に
、

環
境
美
化
啓
発
ポ
ス
タ

ー
を
募

集
し
た
と
こ

ろ
、
四
百
十
一
点

の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
最
優

秀
に
佐
藤
宏
美
さ
ん
(

牧
野
原

中
)

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
佐
藤
さ
ん
の
作
品

を
ポ
ス

タ
ー
に
し
て

、
町
会
や

公
共
施
設
に
掲
示
し
て
い
ま
す

ご
覧
く
だ
さ
い

。

最
優
秀
以
外
の
入
選
者
は
、

次
の
と
お
り
で

す
。

優

秀
・・・
小

椋
昌

子
(

第
一

中
)
、
佐
藤
絵
未
理
(
第
二
中
)
、

奥
泉
善
法
(
第
四
中
)
、
坂
本
真

吾
、
入
木
田
み
ゆ
き
(
第
五
中
)
、

片
桐
彩
(
第
六
中
)
、
本
多
里

奈

子
(
常
盤
平

中
)
、
安
蒜
麻
実
子
、

岡
本
香
織
、
岩
切
望
、
瀧
沢
陽

子
、
河
烏
郁
(
栗
ヶ
沢
中
)
、
青

田
翼
(
小
金
南
中
)
、
永
草
佑
、

飯
島
太
一
郎
(
牧
野
原
中
)
、
高

橋
知
恵
(
河
原
塚
中
)
、
村
岡
奈

央
子
(
新
松
戸
南
中
)
、
畠
中
美

和
、
邊
見
千
絵
(
旭
町

中
)
、
前

原
美
智
子
(
聖
徳
大

学
付
属
中
)

=
敬
称
略
=

※
入
選
作
品
は

、
1
0月
2
2日

廊

ま
で

、
市
役
所
本
館
新
館
連

絡
通
路
一
階
で
展
示
し
ま
す
。

閲
清
掃
第
一
課
業
務
係

環境美化ポスタ ー最優秀の佐藤宏美さ ん( 牧野原中)

1
1
/
2
9
小
金
支
所
が
移
転

小

金

支

所
は

、
1
1一
月
2
9
日

側

か

ら

北

小

金
駅

南

口

の
再

開
発

ビ
ル

西

棟
三

階
に

移

転
し

、

業

務

を

行

う
予

定

で

す

〔
2
6
日

窗

ま
で

今
の

場

所

で

業

務
〕
。

ま

た

、
小

金

保

健
セ

ン

タ

ー

も

、
1
1
月
2
9
日

に

同
じ

三

階

に

オ

ー

プ
ン

し

ま

す

。

※

地
下

駐

車

場

の

使
用

は

、

来

年
3

月

か

ら

の

予

定
で

す

。

そ
れ

ま

で

、

バ
ス

・
自

転

車

等
の

利

用

を

お
願

い

し

ま

す

問
小

金

支

所

登
4
1
-
5
1
0
1

番

、
小

金

保

健
セ

ン

タ

ー
=

健

康

管
理

課

容
6
6
-
7
4
8
6

番

都

市

計

画

道

路

事

業

の

認

可
松

戸

都

市
計

画

道

路
3

・
4

・
4
0
号

北
丘

高

柳

新
田

線
(

五

香
六
実
字
北
丘
及
び
沼
南
町
大

字
高
柳
新
田
字
通
小
屋
地
内
)

の
道
路
建
設
の
た
め
、
平
成
5

年
9
月
1
4日
都
市
計
画
道
路
事

業
の
認
可
を
得
ま
し
た

。

茴
街
路
課
用
地
第
二
係

土

地

基

本

調

査

世

帯

調

査

に

ご
協

力

を

1
1月
1

日
現
在
で
、
全
国
一

斉
に
土
地
基
本
調
査
世
帯
調
査

が
行
わ
れ
ま
す
。

調
査
結
果
は

、
土
地
政
策
の

基
礎
資
料
と
し
て
利
用
し

ま
す

。

駟一
総
務
部
庶
務
課
統
計
係

教

育

委

員

会

会

議

を

開

催

1
0月
2
1日
困
午
後
2

時
か
ら

会
場
教
育
委
員
会
五

階
会
議
室

閲
教
育
委
員
会
総
務
課
昔
6
6
-

7
4
5
5

番

市
民
健
康
づ
く
り
の
集
い
参
加
者
募
集

一
1
1
‥一
月
2
0
日

出

・
2
1
日

㈲

の

二

日

間

、

各

種

の

催

し

が

行

わ

れ

ま
す
が
、
事
前
に

申
し
込
み
の

必
要
な
催
し

を
ご
案
内
し

ま
す
。

行事名 期日 時間 会場 内 容 費用 申し込み

糖尿病会

食会

11/20
(土)

午前10時30分

?

午後1 時

森のホール21

レセプション

ホール

糖尿病患者とその家族を対

象に、患者用の料理を食べ

ながら医師と栄養士が適切
なアド バイスを行います。

2,500円

電話で健康管理課保健計

画係**66-7486 番へ

定員120人

コレステ

ロール講

座

午前10時

?

午後O 時30分

健康増進セン

ター

「コレステロールと上手に

つきあう方法」をテーマに、

医師の講話と運動実技を行
います。

無料

10/21W 午前9 時から、

電話で健康増進センター
a68 ―1814番へ

定員8C)人

シルバー

お楽しみ
料理教室

11/20

出

21

(日)

午前10時

?

午後3 時

中央保健セン

ター

65歳以上の人たちとボラン
ティア団体との調理実習・

会食会を行います。

電話で健康管理課保健計

画係S66-7486 番へ

定員両日とも各35人

ゲート ボ

ール大会
午前9 時

?

午後4 時

金ヶ作公園
1 チーム8 人の大会形式で

行います。

11/1000 までに直接運動

公園内スポーツ課窓口へ
@1*63-9241 番

グラウン

ドゴルフ

大会

11/21
(日)

古ヶ崎河川敷

サッカー場

ソフト ボール場

1 チーム6 人の大会形式で

行います( 年齢制限なし)。

11/7( 日)までに直接運動
公園内スポーツ課窓口へ

0 ≪63―9241番



情報

チャ

ンネ

ル

パ

ー

ト

タ

イ

ム

労

働

ガ

イ

ダ

ン

ス

平
成
5
年
1
1
月
5
日
應
午
後

1

時
3
0
分
~
3

時
3
0
分

会

場

勤

労

会
館

対

象

パ

ー
ト
で

働

き

た
い

人

、

現

在

働
い

て
い

る

人

定
員

先

着
百

人

内

容

パ

ー
ト

タ
イ

ム

労

働
の

現

状

・

保

険

・

税
金

・
法

律

な

ど

圃

電

話
で

松

戸

公

共

職
業

安

定

所

紹

介

部
門

容
4
8
-
6
1
0
0

番

へ

福

祉

シ

ョ

ッ

プ

作

品

展

示

即

売

会

1
0月
2
5日
㈲
・
2
6日

㈹
、
午

前
9
時
~

午
後
4
時

会
場
市

役
所
本
館
新
館
連
絡
通
路
一
階

内
容
福
祉
施
設
の
紹
介
、
作
品

の
即
売
、
バ
ザ
ー

固
し
あ
わ
せ
課
福
祉
係

野

鳥

観

察

会

「

手

賀

沼

」

1
0月
3
1日
㈲
午
前
8
時
松
戸

駅
東
ロ

デ
ッ
キ
上
集
合
、
午
後

1
時
現
地
解
散

用
意
す

る
物

筆
記
用
具
・
観
察
用
具
・
昼
食

問
則
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化

基
金
登
4
5
1
9
8
4
6
番

タイトルが色刷りのものは、

市の主催です

人 口 と 世 帯(10 月1 日現在)

○人口463,517 人(+3)

○ 男235,938 人(-9)

O 女227,579 人(+12)

○世帯171,324 世帯(-12)

紙敷の斉藤雄三

さん宅では、バナ

ナがなりました。

催

し

物

市
制
施
行
5
0周
年
記
念

ク
リ
ン
ク
ル
ま
つ
り

1
0月
%一
日
旧
午
前
1
0時
~

午

後
4
時
(
雨
天
決
行
)

会
場

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

内
容
フ

リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
温
水
プ
ー

ル
と
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
無
料
開
放
・

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
の
見
学
・
そ
の

他
リ
サ
イ
ク
ル
P

R
や
お
楽
し
み
コ

ー
ナ
ー
な
ど

※
「
千
葉
県
リ
サ

イ
ク
ル
の
日
」

の
県
民
運
動
に

合
わ
せ
て
古
紙

の
回
収
も
し
ま
す
。
持
参
し

た
人
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
を
差
し
上
げ
ま
す
。

鬩
ご
み
を
減
ら
す
課

会 場 案 内 図
交通/ 五香駅西口から新京成バス( クリ ーンセンタ

ー経由鎌ヶ谷市役所行き・平塚行き)「グリー

ンセンター入口」下車徒歩5 分

青
少
年
会
館
文
化
祭

日 時 内 容

11/6 出
午後2 時30分

~5 時

ハンドベル& オカリナコ
ンサート

7剛

午前11時~11

時30分

リズミックカンフー
デモンストレーション

午後1 時~3
時

フルート& コスモス会コ

ンサート

11/6 出~14(日)
展示(版画一木彫り・パンフ

ラワー・裁縫などの作品)

固
青
少
年
会
館
登
4
4
1
8
5
5

6
番

茶

会
(

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー
)

1
1月
7
日

㈲
午
前
1
0時
か
ら

会
場
松
雲
亭
(
戸
定
か
丘
歴
史

公
園
内
)

費
用
二
千
円

鬩
松
戸
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

事
務
局
登
6
4
-
5
7
7
5
番

「
み

ん
な

の

消

防

ま

つ

り
」

大

金

平

消

防

署

開

署

・

大

金

平

方

面

隊

発

隊

一

周

年

1
0月
3
1日

㈲
午
前
1
0時
~
正

午
(
雨
天

中
止
)
会
場
横
須

賀

小

学
校

内

容
鼓

笛
演
奏
・
特

別
救
助
隊
演
技
・
は
し
ご
車
体
験

・
起
震
車
体
験
・
ゲ
ー
ム
コ

ー

ナ

ー
・
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
な
ど

鬩
大
金
平
消
防
署
登
3
0
-
4
3

1
1
番

女

性
の
た

め
の
相
談
室

-

の
び
や

か
に

生

き
る
た
め
に
I

毎
週
水
曜
日
午
前
1
0時
～
午

後
5
時

会
場
婦
人
会
館

費

用
無
料

内
容
生
き
方
や
、
夫

婦
・
子
供
・
職
場
の
人
間
関
係

な
ど
で
悩
ん
で
い
る
人
の
相
談

(
秘
密
厳
守
)

※
託
児
あ
り
(
要
予
約
)
。

鬩
松
戸
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
会

・
生
木
登
4
3
1
8
2
3
1番

1
0
/
2
6
㈹
～
‥凵
/
1
圓

駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

私
だ

け
チ

ョ
ツ

ト
の
つ

も
り
が

迷
惑
駐

輪

固
安
全
課

婦人会館 講演と映画会「地域で生き生きと」
＼ 日 時 内 容 会場

10/28

附 午前
10時

?
正午

「ボランティアによる風と土づくり~助け

合い・高めあい」
日本青年奉仕協会事業部長・齊藤信夫氏

11/4
「明日への彩り」-93 年総務庁最優秀作品

一誤解や偏見による差別意識をなくし、明
るい地域社会をつくるために

講
演

映
画

婦
人
会
館

パークセンター(21 世紀の森と広場) 催し物
行事名 日 時 講 師 対 象 内 容

みどりの講習会
「観葉植物の冬越し」

11/380
午後1 時~3 時

元千葉大学園芸学部
文部教官
渡辺重吉郎氏

年齢不問
40人

観葉植物の冬の管理について保温管理を中心に解

説

こども手づくり教室
「わらの一輪ざし」

11/7( 日)
午後1 時~3 時

小暮八三氏
小学校5 年生

以上
30人

稲わらと空き缶を活用して一輪ざしを作ります

みどりの教室
「飛ぶ種のしくみ」

11/13C土)
午前10時~正午

国立科学博物館付属

自然教育園研究官
萩原信介氏

小学校3 年生
以上
40人

飛ぶ種のメカニズムを学習し、折り紙でその模型
をつくつて実際に飛ばします

みどり の講習会
「植物画入門」(2回
連続)

第1 期11/7 臼・14(日)
第2 期11/21( 日)・28(日)
各午前10時~正午

ボタニカルアーティ
スト

佐々木啓子氏

中学校1 年生
以上

各24人

1回目にデッサン、2 回目に彩色し、ボタニカル
アート の基礎を学びます

費用無 料( 植物 画入門 のみケ ント 紙代100 円)

用意 する 物( 植物画 入門 のみ)HB とH の 鉛筆 、消ゴ ム、透 明水彩 絵 具一 式

用電 話でパ ークセ ンタ ー昔45-89DO 番 へ( 先 着順で 受け 付け。 月曜日 は休 館)

パークセンター展示案内
期 間 内 容

10/26《火)~31(日) 「ウールによる草木染展」小林優子氏

11/16 ㈲~21(日) 「錦葉なんてん紅葉展」企画展

国

際

青

年

交

流

の

つ

ど

い

1
1
1
1

一
月
7

日

㈲

午

前
1
0
時
3
0

分

~

午

後
2

時
3
0

分

会

場

流

山

青

年

の

家

費

用

無

料

内

容

マ

ー
チ

ン

グ

バ

ン

ド

ー
フ

ラ

メ

ン

コ

シ

ョ

ー

・

茶

道

・

模

擬

店

醋

県

立

流

山

青

年

の

冢
a
0
4

7
1
-
5
9
-
2
0
0
4

番

松

戸

子

ど

も

ま

つ

り

1
1 月

3

日

前

午

弧

……一
時
~

午

後
3

時
(

雨

天

の

際

は

中

止
)

会

場

金

ヶ

作

公

園

費

用

百

五

十

円
(

四

歳

以

占

固

八

柱

学

童

保

育

所

・

池

田
{
一一

9
2
-
(
n
)
4
(
/
(
)
O
番

松

戸

交

通

安

全

母

の

会

・

交

通

遺

児

援

護

バ

ザ

ー

1
1月
3

日

前

午

前
1
0

時
~

午

後
2

時

会

場

市

民

会

館

寮

品

物

の

提

供

を

お

願

い

し

ま

す
(
大
人
の
古
着
は
ご
遠
慮

く

だ

さ

い
)

。

周
一
安

全

課

庶

務

係

上
野
周
辺
の
美
術
館
ハ
イ

キ

ン

グ

1
0月
3
0日
出
午
前
9
時
2
5分

松
戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
前
集

合

コ
ー
ス
東
京
芸
術
大
学
芸

術
資
料
館
~

弥
生
美
術
館
・
竹

久
夢
二
美
術
館
～
サ
ト
ウ
ハ
チ

ロ

ー
記
念
館

定
員
三

十
人

費
用
交
通
費
・

入
館
料
実
費

圃
1
0月
2
4日
㈲
ま
で
に

、
往
復

ハ
ガ
キ
で
〒
2
7
1
松
戸
市
松
戸
二

〇
六
〇
市
立
図
書
館
(

音
6
5
-

5
1
1
5

番
)
へ

東

部

地

区

防

火

ゲ

ー

ト

ボ

ー

ル

大

会

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル

中
に
け
が
・

急
病
人
が
発
生
し
た
と
い
う
想

定
で

、
応
急
処
置
等
の
訓
練
を

休
憩
時
に

実
施
し
ま
す
。

1
0月
3
1日
㈲
午
前
9

時
~
午

後
3

時
(
雨
天
時

一
月
7
日

旦

会
場
第
五
中
学
校

泱
訓
練
参
加

希
望
者
は
当
日
現

地
で

茴
東
部
消
防
署
容
飢
1
0
1
1

9
番

声

楽

発

表

会

1
0月
2
8日
團
午
後
1
時
3
0分

開
演

会
場
市
民
劇
場

費
用

無
料

曲
目
オ
ペ
ラ
ア
リ
ア
ほ

か

講
師
則
松
彰
氏

固
松
戸
声
楽
勉
強
会
・
五
味
容

4
3
1
(
S
Q
り
(
n
)
(
n
)

番

こ

ど

も

健

康

フ

ェ

ア

「

子

ど

も

の

健

康

と

テ

レ

ビ

」

1
0月
2
3日
出
午
後
2
時
開
演

会
場
市
民
劇
場

費
用
無
料

松

戸

史

談

会
(

講

演

会

と

古

典

落

語
)

い
1
1
月
7

日

㈲

午

後
1

時
3
0
分

~
4

時

会

場
市

民

劇

場

費

用

無
料

講

演

第
二

十

六

次

南

極

観
測

隊

長
・
川

口

貞

男
氏
「
南

極
よ

も
山

話

し
」

落

語

噺

家

・

む
か

し

家

今

松

師
匠

鬩

神
尾

登
4
1
-
2
4
5
8

番

ガ

ス
展
(

市

制

施

行
5
0
周

年

事

業

協

賛
)

期
間
1
1
1
1

一
月
4

日
團
~
9

日
㈹

会
場

伊
勢
丹
松
戸
店
十
階

内

容

最
新
ガ
ス
機
器
の
展
示
、
ダ

イ
レ
ン

ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
(
7

日

の
み
)
、
料
理
試
食
会
な
ど

問
京
葉
ガ
ス

㈱
松
戸
支
社
登
6
1

-
0
2
1
1

番

固
保
健
体
育
課
{一一
6
6
-
7
4
5

9
番

講 演 講 師

テレビと子どもの発
達

お 茶の水女子大学助 教授

無 藤 隆氏

お母さんといつしよ
一制作現場から一

NHK エデュケーショナル部長

近藤 康弘氏

テレビとの上手な付

き合い方

国立小児病院小児医療研究センター

松井 一 郎氏

谷 村 雅子氏

10/31( 日)

北
部
市
場
ま
っ
り

秋
の
味
覚
を
市
場
ま
つ
り
で

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か

北

部
市

場

ま
つ

り

に

、

全

国

か
ら

秋
の

味

覚

が

大
集

合

し

ま

す

。生

鮮

食
料

品
の

展
示

即

売

や

模

擬

店
な

ど

、

各

種
催

し

物

を

数

多

く
用

意

い

た
し

ま

し

た

の

で

、

ご
家

族

そ

ろ

っ
て

ご
来

場

く

だ

さ
い

。

日

時
・
:
1
0月
3
1
日

㈲

午
前
9

時
~

午

後
1

時
(

雨

天

決

行
)

会

場
・・・
松

戸

市

公

設
地

方

卸

売

市

場

北

部
市

場

内

容
・・・
生

鮮

食

料
品

、
花

卉

(
き
)
の
展
示
即
売
、
も
ち
つ

き
大
会
、
豚
の
丸
焼
き
、
模
擬

店
、
ミ
ニ
S
L
、
卵
の
つ
か
み

ど
り
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
江
戸
太

鼓
、
吹
奏
楽
演
奏
な
ど

交
通
…
馬
橋
駅
東
口
、
ま
た

は
八
柱
駅
前
か
ら
新
京
成
バ
ス

示

金
原
団
地
行
き
」
で
「
食

品
流
通
セ
ン
タ
ー
」
下
車

汰
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

固
北
部
市
場
ま
つ
り
実
行
委
員

会
{一一
4
1
1
6
1
1
1番

高塚新田 宮崎 靖 久さん 陽子さん

友人の結婚式で知り合い、それから1 ヵ

月後に結婚が決まるという電撃的な2 人で

した。いつまでも友達のような、恋人のよ

うな関係でいたいと思っています。

※
こ
の
欄
に
登
場
し
て
く
だ

さ
る
カ
ッ
プ
ル
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

固
広
報
課



音

楽

の

広

場
(
合

唱

講

座
)

1
0月
2
6日

㈹
午
後
1
時
3
0分

~
3

時
3
0分

会
場
市
民
劇
場

費
用
二
千
七
百
円
(
テ
キ
ス
ト

代
初
回
の
み
)

茴
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
登

6
6
-
7
4
叭
)り乙
番

飼

い

犬

の

し

つ

け

教

室

1
1 一月
2
6
日

窗
午

後
2

時
～
4

時

会

場

松
戸

保
健

所

費
用

無
料

定

員

先

着
二

十

人

内

容

講
話

と

相

談

圉

電

話
で

松
戸

保

健

所

昔
6
1
1

n乙
1
り
乙
1
番
へ

講
座
・
講
演

公

民

館

講

座

「

宮

沢

賢

治

入

門

」

‥1
1
1
1

一
月
1
3
日

・
2
0
日

、
1
9一
月

‥一

日

の

各

土

曜

日

、

午

前
1
0
時

～

正

午

講

師

佐

藤

栄

二

氏

費

用

無

料
(

教

材

費

は

自

己

負

担
)

毘
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年

齢
・
電

話

番

号

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
1松

戸

市

上

矢

切

二

九

九
i

一

矢

切

公

民

館
(

登
6
8
-
1
2

1
4

番
)

へ

松戸駅西ロデッ
キ「夢飛行」の
前で

フ
ラ
ワ

ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン

ト

特
別

講
座

1
0月
3
1日
㈲
午
前
1
0時
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午

後
1
時

会
場
古
ヶ
崎
市
民
セ

ン
タ
ー
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ウ
イ
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レ
ン
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フ
ロ
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友
の
会
・
阿
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容
4
7
1
8
9
3

9
番

東

葛

飾

地

域

農

林

業

ま

つ

り

「

一

日

園

芸

教

室

」
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1
1
月
3

日

竕

、
野

菜
=

午

前

1
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3
0
分

か

ら

、
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=

午

後
1

時
か

ら

会

場
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葉
大

園

芸

学

部

内

容

栽

培

実

技
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2
5
日
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ま
で

に
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話

で

東

葛

飾
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課
{
一一
6
1
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n乙
1
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へ

干

支

い

ぬ

短

冊

講

習

会

1
1
1
1
j

月
9

日
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午

前
1
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時
~

正

午

会

場

常

盤

平

市

民

セ
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タ

ー

費

用

二

千

五

百

円
(

材

料
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む
)
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ち

物

ピ

ン
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和

ば

さ

み

・

の

り

板

固

あ

か

し

や

つ

ま

み

画

研

究

会

・

蜷

川

音
8
8
-
7
3
6
5

番

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

1
1
1
1

一
月
1
4
日

面

午

後
1

時
3
0
分

~
3

時
3
0
分

会

場

青

少

年

会

館

樋

野

口

分

館

対

象

高

校

生

以

上

の

人
(

三

十

歳

未

満

の

人

優

先
)

定

員

先

着

二

十

人

圃

電

話

で

青

少

年

会

館

本

館

登

4
4
-
8
5
5
6

番

へ

や

わ

ら

木

苑

文

化

講

演

会

一
1
1
1
1

月
5

日

窗

午

後
7

時

開

演

会

場

市

民

会

館

内

容

俳

優

・

花

沢

徳

衛

氏

「

す

て

き

な

人

生

談

義

」

費

用

二

千

円
(

支

援

参

加

協

力

と

し

て
)

※

バ

ザ

ー

の

た

め

の

品

物

の

提

供

に

も

ご

協

力

く

だ

さ

い

。

閲

や

わ

ら

木

苑

友

の

会

容
8
5
1

1
8
1
2

番

日

本

オ

リ

エ

ン

ト

学

会

公

開

講

演

会

1
1月
6

日

出

午
後
1

時
～
3

時
4
0
分

会
場

聖

徳

大

学
川

並

記

念

講

堂
(
J
R

松

戸

駅

徒

歩

五

分
)

内

容
「
柴

又

帝
釈

天

と

庚
申

信

仰
」
柴

又
帝

釈
天

山

主
・

望

月

良

晃

氏
、「
第
2

の

太

陽
の

船

発

掘
に

つ

い

て

」

早

稲
田

大

学
助

教

授

・

吉
村

作

治

氏

定

員
先

着

百
人

費

用

無

料

匣
1
0
月
3
1
日

照

必

着
で

、

往

復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電

話

番

号

・

年
齢

を

記

入
し

、

〒

2
7
1
松

戸

市

本
町

一

五

上

二
松

戸

オ

リ

エ
ン

ト

協
会

事

務

局

・
鈴

木
(
0
6
2
-
3
7
1
6

番
)

へ

人

権

週

間

記

念

講

座

「

共

に

生

き

る

明

日

の

た

め

に

」
1
1 月
1
8
日

・
2
5
日

、
1
2
月
2

日

・
9

日

の

各
木

曜
日

、
午

前

1
0時

～
正

午

会

場

市
民

劇

場

費

用

無

料

講

師

立
正

大

学
法

学
部

教

授

・
落

合

淳

隆

氏

テ

ー

マ

今
、
あ
ら

た

め
て

読
む
「
世

界

人

権

宣
言

」

惠

電

話
で

社
会

教

育

課

成
人

教

育

係

登
6
6
-
7
4
6
2

番
へ

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

体

育

祭
一
1
1
‥一
月
2
3
日

竕

・
2
8
日

㈲

午

前

8

時
3
0

分
~

午

後
5

時

会

場

運

動

公

園

体

育

館

ほ

か

対

象

市

内

在

住

・

在

勤

者

の

チ

ー

ム

費

用

一

チ

ー

ム

三

千

円

代

表

者
会
議
1
1
月
1
2
日
窗
午
後
7
時

か

ら

小

金

中

で

脚
1
1
月
4
日
困
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に
チ
ー
ム
名
・
代
表
者
名
・

住

所

・

電

話

・

男

女

の

別

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
0松

戸

市

横

須

賀

一

八

七

小

金

中

学

校

内

浜

田

一

彦

へ

市

民

体

育

祭

な

ぎ

な

た

大

会

1
1 月
7

日

㈲

正

午
~

午

後
4

時

会

場

運

動

公

園

剣

道

場

費

用

千

円

内

容

個

人

戦

と

演

技
(

二

人

一

組
)

圃

松

戸

市

な

ぎ

な

た

連

盟

・

野

口

容
4
5
-
0
4
1
0

番

へ
(

当

日

串

し

込

み

も

可
)

家

庭

婦

人

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会1
1 月
2
1
日

㈲

・
2
7
日
出

午
前

8
時
3
0
分

か
ら

会

場

運

動
公

園

体

育

館

対

象

市

内

在

住
の

女

性

チ

ー
ム

費

用

一
チ

ー
ム

二

千

円

代

表

者

会

議
一
1
1
(
月
1
3

日

出

午

後
2

時
か

ら

運

動
公

園

武

道

館

会

議
室

で

匣
1
1
月
5
日
窗
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ

で

〒
2
7
1松

戸

市

千

駄

堀

二
(

七

七
-

二

北

見

敦

子
(
0
4
3

-
9
0
6
6

番
)

へ

家

庭

婦

人

卓

球

大

会

一
1
1
1
1

一
月
1
5
日

囲

午

前
9

時
か

ら

会

場

運

動
公

園

体

育

館

対

象

市

内

在

住

・
在

勤

の

女

性

内

容

ラ
ン

ク
別

抽

選
に

よ
る

ダ
ブ

ル

ス

戦

費
用

一

人
六

百

円

匣

幵
一
月
8

日

側

午

前
1
0
時
か

ら

運

動
公

園
会

議

室
で

行
わ

れ

る

組

み

合
わ

せ

会

議
で

閲

松

戸

市

家

庭

婦

人

卓

球

協

会

・

山

口
{一一
8
6
1
2
6
7
0

番

ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

教

室

平

成
6

年
3

月
2
7

日

ま

で

の

毎

週

日

曜

日

、

午

前
9

時
3
0
分

~

正

午

会

場

新

松

戸

北

小

学

校

体

育

館

費

用

一

回

に

つ

き

百

円

圜

体

育

指

導

委

員

・

小

林

登
4
5

-
3
6
8
5

番
(

午

後
6

時
以

降
)

'
宙
'
民

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

ク

ラ

ブ

対

抗

戦

]
1
1月
3

日

喫
〔

一
・
二

部

〕
、
7

日

収
〔
三
・
四

部

〕
、
1
4
日

㈲
〔
五

・

六

部

〕

会

場

小

金

原

体

育

館

固

松

戸

市

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

協

会
・

長

谷

川

登
4
1
1
7
9
2
5

番

リ

ズ

ミ

ッ

ク

カ

ン

フ

ー

初

心

者

講

習

会

1
1 一
月
4

日
~
2
5

日

の

毎

週

木

曜
日
、
午
前
1
1
時
~
午
後
O
時

3
0
分

会

場

常

盤

平

体

育

館

対

象

三

十

歳

以

上

費

用

二

千

円

講

師

壬

生

ゆ

う

氏

内

容

カ

ン

フ

ー

の

基

本

を

使

っ

た

健

康

体

操

定

員

先

着

二

十

人

圃

電

話

で

リ

ズ

ミ

ッ

ク

カ

ン

フ

ー

常

盤

平

ク

ラ

ブ

・

菅

原

登
8
8

-
4
n

乙
1
1

番

へ

市

民

ア

ー

チ

ェ

リ

ー

大

会

1
0月
3
1日
㈲
午
前
9
時
3
0分

開
会

会
場
佐
倉
フ
ィ

ー
ル

ド

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
コ
ー
ス
(
佐
倉

市
)

費
用
三
千
五
百
円
(

昼

食
含
む
)

圃
1
0
月
2
7
日
困
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
で
〒
2
7
0
松
戸
市
小
金
原
六
-

九
-
十
一
-
四
〇
三
松
戸
市
ア

ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
・
浜
辺
重
治

(
{一一
4
2
-
4
7
0
6
番
}
へ

市

民
(

イ

キ

ン

グ

1
0月
3
1日
収
午
前
5

時
3
0分
、

伊
勢
丹
松
戸
店
前
出
発
、
午

後

8
時
帰
着

行
き
先
二
子
山
(
西

上
州
)

費
用
八
千
円
(

中
学

生
以
下
七
千
円
)

定
員
先
着

三
十
八
人

兩
雹
話
で
松
戸
市
山
岳

協
会
・

高
橋
豊
8
7
-
1
7
8
4
番
へ

日

本

陳

式

大

極

拳

学

会

交

流

大

会

1
0月
3
1日
㈲
午
前
1
0時
3
0分

開
演

会
場

小
金
原
体
育
館

費
用

無
料

内
容

陳
小
旺
老
師

を
迎
え
て
の
特
別
演
武
な
ど

持
ち
物
上
履
き

閲
及
川

容
6
7
1
8
2
6
4
番

ス
ポ
ー
ツ

食生活講座

期日 時間 内 容

11/2

毎
週
火
曜日

午前10時
?

正午

(お話)
健康と食生活について

9

午㈲O 時

?

午後1時30分

(お話)

あなたの食事
量は大丈夫?

(調理実習)
主婦の1 食分

16
午前10時

?

正午

健康づくりと

運動

(実技)
手軽にできる

運動

30 午前10時

?
午後1 時

30分

成人病を予防

しよう

野菜をいっぱ

い食べよう

12/7
年代別食事の

とり方

カルシウムを
上手にとろう

会場

五
香
市
民
セ
ン
タ
ー

費用無料定員先着15人
匣健康管理課常盤平方面保健室084-1333 番

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

○

譲

り

ま

す

〔
家
具
〕
◆
竹
製
つ
い

た
て

二
千
円
◆
二
段

ベ
ッ
ド
五
千

円
◆
テ
レ

ビ
台
無
料
◆
座
卓

無
料
◆
テ

ー
ブ
ル
無
料
◆
(

イ
チ
ェ
ア
ー
ラ
ッ
ク
千
円

〔
電
気
製
品
〕
◆
F
F

式
石

油
温
風
ヒ

ー
タ
ー
一
万

円
◆

石
油
温
風
ピ
ー
タ
ー
三
点
(
無

料
・
三
千
円
・
六
千
円
)
◆
事

務
所
用
ク
上

フ
ー
無
料
◆
英

文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
二
点
(
無

料
・
二
千
円
)
◆
8

ミ
リ
カ
メ

ラ
五
千
円
◆
パ
ソ
コ
ン
ニ
点

(
一
万
円
・
無
料
)
◆
カ
メ

ラ
ニ
点
無
料
◆
コ

ン
パ
ク
ト

ズ
ー
ム
カ
メ
ラ
五
千
円
◆
一

眼
レ
フ
カ
メ
ラ
三
千
円
◆
カ

ラ

ー
テ
レ

ビ
1
4型
五
千
円
◆

ガ
ス
ス
ト

ー
ブ
ハ

千
円
◆
小

型
冷
蔵
庫
無
料
◆
パ
ネ
ル
ヒ

ー
タ
ー
五
千
円

〔
子
ど
も
用
品
〕
◆
チ

ャ
イ

ル

ド
カ
ー
シ

ー
ト
三

点
(
二

千
円
・
三
千
円
・
一
万
円
)
◆

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
無
料
◆

ベ
ビ

ー
バ
ス

無
料
◆
A

型
ベ
ビ
ー

力
ー
三
千
円

〔
ス
ポ
ー
ツ
用
品
・
楽
器
〕

◆
エ
レ

ク
ト

ー
ン
無
料
◆
登

山
靴
(

本
登
山
・
軽
登
山
用

二
四
・
五
㌢
)
各
五
千
円
◆

ト
レ
ー
ニ
ン

グ
機
五
千
円
◆

ボ
ウ
リ
ン
グ
用
靴
(
二
五
㌢
・

二
五
・
五
㌢
)
無
料

〔
日
用
雑
貨
〕
◆
マ
ッ
ト
レ

ス
(

ダ

ブ
ル
)

三
千

円
◆

か

や

無

料

◆
こ

た

つ

掛

け

敷

き

ふ

と

ん

二

千
円

◆

ク

ー
ラ

ー

ボ
ッ

ク
ス

二

千

円

◆

和
皿

セ

ッ

ト

無

料
◆

ス

ー
ツ

ケ

ー
ス

(
大

・

小
)

無
料

圃
1
0
月
2
5
日

側

〔
当

日

消
印

有
効
〕
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に

希
望

品

名
(

品

物

一

点
に

つ

き

一

人

一

枚
)
・
価

格
・
住

所
・

氏

名

・
電

話

番

号
(

昼

間

の

連

絡
先
)

を

記

入
し

て

〒
2
7
1

松
戸

市

小

根

本
七
-

八

京

葉

ガ
ス
F

松

戸

第
ニ

ヒ

ル

松

戸

市

役
所

消

費

生

活
課

消

費

生

活
係

へ

※
相

手

の

紹

介
は

月

末

に

抽

選

し

、

当

選

者
に

電

話

連

絡

し

ま

す

。

紹
介

後

は

自

主

交

渉

に

な
り

ま

す

。

○

次

回

掲

載

分

に
つ
い
て

品

物

を

譲
り

た

い

人

は

、

1
0月
2
5
日

興

ま
で

に

、

電

話

(
容
6
6
-
7
3
2
9

番
)

で

申
し

込

ん
で

く

だ

さ

い

。

1
1 月
2
0
日

号
に

掲
載

し

ま

す

。

価

格

は

一
万

円

ま
で

で

、

衣

料

品

・

食
料

品

・
自

転

車

な

ど

は

扱
い

ま

せ

ん

。

※

最

近

人

気
の

あ

る

品

物

ピ

ア
ノ

固

消

費

生

活
課

消

費

生

活
係

写
真
の
パ
ソ
コ
ン
は
無
料

保
健
衛
生

D
P
T
(

ジ
フ

テ

リ

ア

・

百

日

せ

き
・
破

傷

風

混

合
)

ワ

ク

チ

ン
の

予

防

接

種

接
種
場
所
市
内
の
委
託
医
療

機
関
(

問
診
票
と
同
封
の
医
療

機
関
一
覧
表
の
中
か
ら
選
ん
で

く
だ
さ
い
)

対
象
一

期
=
生

後
三
ヵ

月
~
四
十
八
ヵ

月
未
満

の
人
で

、
三
回
接
種
し

ま
す
。

※
生
後
四
十
八
ヵ

月
～
七
十
二

ヵ

月
未
満
の
人
と
百
日
せ
き

に
か
か
っ
た
こ

と
の
あ
る
人

は
、
D
T
(
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
混
合
)
で
接
種
し
ま
す
。

二

期
=

一

期

終

了

後
十

二
ヵ

月
~

十

八

ヵ

月

の

間
に

一

回

接

種
し

ま
す

。

申

し
込

み

を

す

る

人

一

期
(
三

回
)
、
二

期

二

回
)

を

接

種

し
て

い

な

い

人
で

問

診
票

を

持

つ
て

い

な

い

入

汰

平

成
5

年
6

月
1

日
~
7

月

3
1日

生

ま

れ

の
人

で

、
9

月

末
ま

で

に

住

民

登
録

を

し
て

い
る
人
は
、
1
1
月
上
旬
に
問

診
票

を

送

付
し

ま
す

。

以

前
の

問

診
票

を
持

つ
て

い

る
人

は

、

そ

れ
で

受

け

ら

れ

ま
す

。

ハガキ申し込み要領問
保
健
衛
生
課
昔
6
6
-
7
4
8

3
番

麻

し

ん
予

防

接

種

対

象
生
後
十
二
ヵ
月
~

七
十

二
ヵ
月
未
満

申
し
込
み
を
す

る
人
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受

け
て
い
な
い
人
で

、
問
診
票
を

持
つ
て
い
な
い
人

汰
平
成
4
年
9

月
1
日
工

…一
月

3
1日
生
ま
れ
の
人
で
、
9

月

末
ま
で
に
住
民
登
録
し
て

い

る
人
に
は
、
1
1
1
1

一
月
上
旬
に
問

診
票
を
送
付
し

ま
す
。

茴
保
健
衛
生
課
容
6
6
1
7
4
8

3
番

ハガキ申し込み要領

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス…………O66-0010 番
平日・午後5 時~翌朝午前9 時

休日と土曜日・午前9 時~翌朝午前9 時
◆夜間急病診療所…………………≫68-3756 番

衛生会館内・毎日午後8 時~11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所……O65-3430 番
衛生会館内・午後8 時~11時



セグロセキレイ 江戸川に関心持って

田中さん夫妻

小
冊
子

「
江
戸
川
の
魚
」

を
発
行

頭と上面は黒・白い下面・顔

は黒く白い眉線・長い尾

全長21cm

翼開長30cm

見られる場所 江戸川・水路

ハクセキレイによく似た白黒のセキレイで、

水辺にいることが多く、「ジッ、ジッ」と濁っ

た声で鳴きます。

松戸では、今ごろから春までの間に見られ、

江戸川のほが、21世紀の森と広場のような内

陸の水路にもいます。

夏は、もう少し山地の渓流付近で繁殖し、

そのころはきれいな声でさえずります。

日本特産種で、海外からのバードウォッチ

ャーが見たがる鳥の一つです。

松戸
の

野鳥
「人間も自 然の一員、バランスのと れたつき合い 方を」

と田中さん夫妻

江戸川の水質浄化の願いを込めて、田

中利勝さん・千代さん夫妻(中矢切在住)

が、江戸川とそこに生息する魚の昭和史

を、イラストを使って分かりやすく説明

した冊子「江戸川の魚・水辺環境の移り

変わり」を発刊しました。

「冊子を通して身近な自然に関心を持

ってもらえれば」と田中さん夫妻。

自然に恵まれた昭和初期から現在まで、

時代とともに変容していった江戸川の姿

を、魚を通して紹介されています。

また、江戸川のアユの一生や、珍魚・

巨大魚、懐かしい漁法、家庭でできる浄

化対策なども紹介されています。

今回発行した冊子は「シリーズ江戸川」

の第一弾。今後も、江戸川の野鳥や植物

などを紹介する冊子の発刊を予定してい

ます。

実ったよ僕たちの稲
~矢切小で全校稲刈り~

た

く
さ
ん
と
れ
た
よ
/

矢切小学校の全児童が9月28日、学校近くの水田で稲刈り

を行いました。子供たちは慣れないかまを手に、泥んこにな

るのも忘れて作業に熱中していました。

天候不順だった今年は収穫が遅れましたが、子供たちの祈

りが通じでか稲は元気いっぱい育ち、昨年以上の収穫にみん

な大喜びでした。

収穫された約330㌔のコシヒカリは、11月4日の収穫祭でカ

レーライスにして食べます。

稲作委員会・委員長

藤本 学 くん( 中央)

台風がたくさん来て心配したけど、収

穫できてうれしいです。

夏休み中もみんなで草取りや、成長記

録、かかし作りなどして頑張りました。

お米を作ってみて、僕たちも農家の人

たちの苦労が分かり、勉強になりました。

スナップショットあなた の撮った写真( 街の話

題・身 近な 出来事など) をお寄せ

ください 。採用の方には記 念

品を 差し 上げ ます。

広報課

行ってみ

まし

た
施設

案内

松戸駅 東口 と 西口 を 結ぶ東 西 連絡 通路に あ

る 、全 国でも 珍し い 橋上 ギャラ リ ーで す。

東西に分かれた2つのギャラリー(東23㍍・

西28㍍)は、駅を利用する人や待ち合わせの

人な ど のちよ っと し た憩 いの 場と なっ てい ま

す 。

個人 ・団 体 ・ブ ロ ・ア マを問 わ ず様々 な 芸

術活動の成果の発表・展示の場として広く市

民 に活 用さ れてい ま す。

●使 用 料 無料(2 週間を1 単位として貸し出

し ます)

●問い合わせ 社会教育課成人教育係S66-7462 番

年4 回(| 月・4 月・7 月・10月) 利用の受け

付けをしてい ます。

松戸駅市民ギャラリー

私
の
作
品
が
、
こ
ん
な
素
敵
な
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
展
示
さ
れ
て
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。こ

う
い
う
場
所
が
あ
る
と
、
創
作
活
動

の
励
み
に
な
り
ま
す
。

ステンドグラスを展示した

樋野口 管 敏枝さん
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